
 

第３学年 算数科学習指導案 
              平成１５年１１月２８日（金）  ５校時 

川 内 市 立 可 愛 小 学 校 
1組 男子２０名 女子１９名 計３９名 

             指  導  者   Ｔ１  松永 芳久 
                 Ｔ２  成田 邦子 

 
１ 題材  あまりのあるわり算 
 
２ 題材について 
（１） 題材の価値 
   これまでに子供たちは，日常生活の中で，物の集まりを分けたり，まとめて数えたりすることを 
いろいろな場面で経験している。また，前題材の「わり算」で，除法の意味と乗法九九を１回用い 
て商を求める方法（わり切れる場合）を，２通りの場面（等分除と包含除）で学習している。 
   そこで本題材では，前題材の経験を踏まえて，わり切れない除法の問題を具体的な場面と結びつ 
けて取り上げ，除法が用いられる場合の計算のしかたを身につけることに重点をおく。その中で， 
わり切れなくて余りのある場合も乗法九九を使って計算ができることに気づき，進んでわり算を 
用いて計算しようとする意欲の高まりをねらいとしている。また，わり算の意味や処理のしかたを 
具体的な場面と結びつけながら理解できることもねらいとしている。 
余りのない場合とある場合の除法を取り扱いながら，余りの意味を考えさせたり，除数を一定に 
して被除数を変化させたりして，余りの変化を調べることは除数と余りの関連を結びつけることに

有意義である。また，除数と余りの大きさの関係を理解させることは，第 4学年以降の除法の筆算
や（１～３位数）÷（１・２位数）の計算のしかたの素地を養うことができる。 

 
（２）題材の内容に関する各学年の関連系統 
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・乗法の意味 
・1~9 の段の九九の構成と習
熟 
・乗法のきまり 
・０の乗法 
・何十･何百の乗法
・積･商の用語 
・除法の筆算形式 
・(1~3位数)÷(1位数)
・確かめのしかた 
・除法の暗算 
り算］ 
桁でわるわり算］ 
            

            

・乗法の筆算形式 
・(2，3位数)×(1位数) 
・(2位数)×(2位数) 
・(2位数)×(1位数)の暗算
・除数が 2位数の除法
たでわるわり算］ 
・除法の意味 
・答えの見つけ方 
・九九 1回適用の除法 
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３ 子供の実態  
(1) 算数に関する意識調査      平成１５年９月１９日（金）（調査人数 ３９名） 
① 算数は好きですか。 
《 好き 》  ３２名 
・道具を使って考えられる  ・計算が好き  ・楽しい    ・分かりやすい 
・おもしろい        ・計算が得意  ・わり算が好き 
《 嫌い 》   ７名 
・難しい  ・計算が苦手  ・分からない 

② どんな算数の授業を受けてみたいですか。 
・１００ます計算    ・計算      ・道具を使う授業 ・式でどんどん考える授業 

・遊びながら考える授業 ・絵で考える授業 ・おもしろい授業 ・分かりやすい授業  
・もう少し詳しい授業  ・速く進む授業  ・かけ算 
・わり算で考えたり，わり算をかけ算で考えたりする授業  

③ あなたは式と道具ではどちらを使ったほうが考えやすいですか。 
《 式 》  １１名 
 ・答えがすぐに分かる ・分かりやすい ・簡単 ・速くできる 
《 道具 》 ２８名 
 ・分かりやすい  ・簡単  ・おもしろい  ・考えやすい  ・楽しい  
・計算だけだと分かりにくい ・まとめやすい ・間違えにくい  

④ ＴＴでの算数授業は楽しいですか。また，よく分かりますか。 
・楽しい   １５名   ・ふつう ２１名    ・つまらない ３名 

 
 ・よく分かる １６名   ・ふつう ２１名    ・分からない ２名 
⑤ ＴＴの授業のどんなところがいいと思いますか。 
・ 楽しいところ    ・よくわかるところ  ・先生が回ってきてわけを教えてくれるから

・２人の先生がいるから ・すぐに来て教えてくれるから 
・１人の先生が授業を進めて，もう１人の先生が分からないところを教えてくれたり，一緒に考

えたりしてくれるから   

 
(2) 学習内容に関する意識調査       平成１５年１０月２２日（水）（調査人数 ３９名）       

問  題 問題のねらい 
正答率（％） 
【誤答例】 

計算をしましょう。 
① １５－３ 
 
② ３６－８ 
 
③ ４１－３６ 
 
④ ３×□＝１５ 
 
⑤ ５×□＝３０ 
 
⑥ ７×□＝５６ 
 
⑦ □×２＝１６ 
 
⑧ □×８＝５６ 
 
⑨ □×９＝１８ 

 
・ 繰り下がりのないひき算

ができる。 
・ 繰り下がりのあるひき算

ができる。 
 
 
・ 穴あきかけ算ができる。

 
 
 
 
 
 

 
① ９７．４ 
【１０】 
② ８４．６ 
【２２，２６，２７，無答】

③ ７１．８ 
【７，１５，１６，無答】 
④ ９７．４ 
【無答】 
⑤ ９７．４ 
【無答】 
⑥ ９７．４ 
【無答】 
⑦ ９７．４ 
【無答】 
⑧ ９４．９ 
【８，無答】  
⑨ ９７．４ 
【無答】 
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問  題 問題のねらい 正答率（％）【誤答例】 

   
⑩  ６÷２ 
 
⑪ １５÷５ 
 
⑫ ３５÷７ 
 
⑬ ２８÷４ 
 
⑭ ６３÷７ 
 
⑮ ３５このみかんを７こずつ

分けると何人に分けられるで

ょう。 

・ 余りのないわり算ができ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ わり算の立式ができる。

⑩ ８７．２ 
【１２，４，無答】 
⑪ ８９．７ 
【４，２５，無答】 
⑫ ８７．２ 
【３，４，無答】 
⑬ ７９．５ 
【３，４，５，８，無答】 
⑭ ８７．２ 
【３，４９，無答】 
⑮ ９４．９ 
【３５×７，無答】 

≪結果の考察≫ 
 算数に関する意識調査 
本学級の子供は，算数に対し「おもしろい」「計算が好き」などの理由から算数学習への関心・意欲が

高いことが分かる。その反面「難しい」「計算が苦手」などと感じている子供もいる。また，道具を使っ

て考えることの方がやり易いと考えている子供は 70％以上いる。このことから子供たちを引き付けるよう
な教材や教具を準備し，「算数は楽しい」と思えるような教師の支援が必要と思われる。 
  ＴＴの学習形態に関しては「楽しい」「学習の中で分からない時にすぐに来てくれる」という理由から

満足している。しかし，もっと難しい問題にどんどん挑戦したいという理由から「つまらない」と答えた

子供がいた。このことから，子供の学習ペースに対応していくことも重要であると考える。そうすること

で，算数に対して苦手意識を持つ子供も，学習ペースが速い子供も十分に満足でき「楽しい算数」につな

がるのではないかと考える。 
 学習内容に関する意識調査 
本学級にはひき算を苦手としている子供がおり，特に繰り下がりのある計算は 3割近い子供が誤答して
いるので，今後も引き続き補習の時間やがんばる子の時間に積極的に取り組ませる必要がある。また，わ

り算は 8割程度の正答率ではあるが，乗法九九での答えの求め方を忘れてしまっている子供がいた。そこ
で，今後はます計算などを使って繰り返し学習させる必要があると考える。 

 
４  題材の指導観 
  「あまりのあるわり算」では，わり算をしてもちょうど分けることができず，余りが出る場合を日常生

活の場面と関連させて思い起こさせたい。そのために，導入で寸劇をしたり，ブロックなどの半具体物な

どを実際に操作させたりして，分けたときに余りがあるかないかを確認させる。この活動を通して，余り

について関心を向けさせたい。そして，答えの見つけ方，「余り」という用語，式の中での｢あまり｣の書

き表し方，「わり切れる」・「わり切れない」という用語を理解させる。 

  「わる数とあまりの大きさ」では，被除数が１ずつ大きくなった場合の計算をし，それらを書き並べて

いくことにより除数と余りを比べさせ，余りのほうが小さくなることを理解させる。その際，余りが１ず

つ増えていくこと，周期的に繰り返すことなどを，子供自らが発見できるよう「何か気がつくことはない

か」とたずねたり，自分なりの考えをまとめさせたりしながら，きまりを発見する楽しさと喜びを味わわ

せ，わり算の余りはわる数より小さくなることを学ばせる。 

  「もんだい」では，余りのあるわり算を使う文章題で余りの処理のしかたを考える場合には，問題文を

よく読み，線を引くことで問題の意味をよくとらえさせる。その上で，絵や図に表してみたり，実際に式

を立てたりして，余りの処理のしかたを考えさせる。 

  以上の活動で，子供たちが「余り」の意味をとらえ，乗法九九を使って余りのあるわり算の計算のしか

たができるようにするために，子供の思考パターンや学習スタイルに合わせた指導をしていきたい。具体

的には，式を立て計算で求める方が考えやすいコースと，図や絵に表した方が考えやすいコースに分けた

形態を取り入れたい。また，学習の理解や進度に応じた学習形態の工夫としては，十分理解できた子供に

はＴ１がついて類似問題をさせ，計算のしかたや意味を理解しづらい子供たちには，Ｔ２が繰り返し指導

を行うなど，一人一人の学びに応じて柔軟に対応していきたい。 
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５ 題材の目標 
○ 余りのある場合もわり算ができることに気づき，わり算を進んで用いようとする。  
                                        【算数への関心・意欲・態度】 
○ 余りのあるわり算の意味や処理のしかたを具体的な場面と結びつけながら説明することができる。 

                           【数学的な考え方】 
 ○ 余りのあるわり算の計算や余りの処理ができる。 

【数量や図形についての表現・処理】 
 ○ 余りの意味や処理のしかたが分かる。 

【数量や図形についての知識・理解】 
 

６ 指導計画（全４時間） 
過程 小題材 主な学習活動 時間 形態 評価の重点となる観点 

・ 分けるとき，余りが出る場合もわ

り算の立式ができ，答えを乗法九九

を用いて求めることができる。 

１ 
本時

ＴＴ

分割

・【考】既習の除法の計算のしか

たをもとに，余りのある除法の

計算のしかたを考えることがで

きる。 

つ 
か 
む 
 
みみ 
つと 
けお 
るす 

１ 
ああ 
るま 
わり 
りの 
算(2) 
・ 余りのあるわり算の除数と余りを

調べ，除数と余りの関係を知る。 
１ ＴＴ
主副

・【知】除法では余りはいつも除

数より小さくなることが分か

る。 

ふ 
か 
め 
る 

２ 
問 
題 
(1) 

・ 余りのあるわり算の問題を解き，

除法についての理解を深める。 
１ ＴＴ
主副

・【表】除法の具体的な場面と結

びつけながら，余りを処理する

ことができる。 

ま 
と 
め 
る 

ま 
と 
め 
(1) 

・ 既習事項のまとめをする。 
 
 

１ ＴＴ
分割

・【表】余りのある除法を計算す

ることができる。 
・【考】問題を読みとって，立式

し答えを求めることができる。

 
 
７ 本時（１／４） 
 （１）目標 
① 余りのあるわり算の答えの求め方を考えることができる。         【数学的な考え方】 
② 余りのあるわり算の立式ができ，乗法九九を用いて答えを求ることができる。【表現・処理】      

    
  
（２）指導にあたって 
    「つかむ」段階では，子供たちの生活経験に基づいた身近な問題を提示し，Ｔ１，Ｔ２で寸劇を行

い，学習に対する意欲を高めていきたい。 
    「見通す」段階では，これまでの学習をもとに，どんな方法で解決したいのか自分で考え，意欲的

に取り組めるようにする。 
    「みつける」段階では子供の解決方法に応じてじっくりと指導できるように２つの教室を使い，操

作活動を一緒にしたり，声かけを行ったりしながら，Ｔ１が計算で考えるコース，Ｔ２は絵や図，半

具体物（ブロック）で考えるコースを支援する。その際，分からない子供たちにはヒントカードを示

したり，ブロックを用いて一緒に操作したりする。また，早くできた子供たちには発表の準備をさせ

る。 
    「深める」段階では，余りのあるわり算の答えの求め方について，それぞれのコースでまとめたこ

とを発表させ，今までのわり算と違い，余りがあることに気付かせる。また，練習問題をさせること

で，余りのあるわり算の立式ができ，乗法九九を用いて答えを求られるか評価する。            

    「まとめる」段階では，本時の学習を振り返ることでできるようになった喜びを感じさせ，次時の

学習への意欲を高める。                                       
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( ) 実際3

過 主 な 学 習 活 動 時 形 教師の働きかけ ◇発問 ○支援【 】評価
程 間 態 Ｔ １ Ｔ ２

１ ２つのわり算を計算し，学習課 一 ○ 学習課題について寸劇をすることで，学
つ 題をつかむ 斉 習する問題への解決の意欲を高めさせる。
・ はじめの問題は５人だ。 ・ ○ 余りのないわり算と余りのあるわり算の

か ・ 今までのわり算とちがうな。 ③ 問題を提示し計算させることで，既習のわ
・ 答えは，きちんと出しにくい ６ り算との違いを考えさせる。

む な。 ２０÷４の問題
みかんが２０こあります。１人に４こずつ分ける・ 余りそう。
と，何人に分けられますか。

２３÷４の問題
くりが２３こあります。１人に４こずつ分けると，何
人に分けられますか。

２ 学習のめあてを考える。
一 ○ なるべく子供の言 ○ 子供のつぶやき

今までのわり算の答えと，ど 斉 葉でめあてをつくる を大事にし，助言
み こがちがうか考えよう。 ・ ようにする。 したり，賞賛した

りする。③
と ・ ノートにめあてを書こう。 ○ きちんとノートに ○ めあてを板書す

書けているか，机間 る。
お 指導する。

す ３ 問題解決の見通しを話し合う。 ◇ 何人あげられます ○ 子供から出た意
( ) 答えを予想する。 か。くりは，残さず 見を板書する。1
・ ６人かな。 に分けられそうです
・ ５人と，余りがある。 か。

◇ 前のわり算のとき ◇ こんな方法があ，
( ) 解決の方法を考える。 ７ どんな方法で，答え ったよ。2
・ 計算を使って を求めたかな。 ○ これまでしてき
・ 絵や図を使って た解決の方法を黒
・ ブロックを使って 板に貼る。

○ 子供の解決方法に ○ 次の活動時間に
( ) 自分で解決したい方法を決め 応じてじっくりと指 ついて，Ｔ１と打3
る。 導できるように，２ ち合わせる。
・ 計算コース・・・・・１組 つの教室に分けて学

習させる。
・ 絵や図，ブロック ○ 計算で考えたい人 ○ 絵や図，ブロッ

コース・・・２組 は１組で，絵や図， クコースの子供を
ブロックで考えたい 集め，２組へ連れ
人は２組で学習する て行く。
ことを伝える。

Ｔ １ 時 形 Ｔ ２
間 態

４ いろいろな計算 ４ 自分なりの絵や
み のしかたで考えて 個 図を書いて考えて
みる。 別 みる。

つ ( ) 自分が考えた ◇ たし算やかけ ・ ( ) 自分が考えた ○ 絵や図だけかい1 1
計算のしかたを 算，ひき算を使 絵や図をノート ている子供には，⑤

け ノートに書く。 って計算できな にかく。 数値を入れてわか
いかな。 りやすく書くよう

る ○ 計算のしかた に助言する。
が思い浮かばな ○ 絵や図が思い浮

，い子供には，ノ かばない子供には
ートを見せたり ブロックを使って，15
子供たちで学ば 考させる。
せたりする。

( ) 自分で計算の ◇ 自分が考えた ( ) 自分のかいた ◇ 考えた図を使っ2 2
しかたが 説明で 式の計算につい 絵や図を使って て答えの求め方を

，きるよう考え， て説明できるよ 説明できるによ 説明できるように
ノートに書く。 うに，ノートに うに考える。 ノートに書いてみ

書いてみよう。 よう。
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( ) 早く終わったか ◇ 図で表しても ( ) 早く終わったら ◇ 考えた図は，式3 3
ら図や絵をかいて 答えは求められ 計算を使って，考 で表すとどうなり
考えてみる。 るかな。 えてみる。 ますか

○ 考えがよくま ○ 考えがよくまと
とまっている子 まっている子供に
供には，小黒板 は，小黒板に書か
に書かせる。 せる。
【考】余りのある 【考】余りのあるわ
わり算の答え り算の答えの求
の求め方を考 め方を考えるで
えることがき きたか。

( ) 発表する。 たか。 ( ) 発表する。4 4
○ あとで学級全 ○ あとで学級全員
員で考えるので で考えるので，出，
出てきた考えを てきた考えを簡単
簡単に確かめる に確かめる程度で

。程度で終わるよ ( ) 移動する。 終わるようにする5
うにする。 ◇ では，１組へ戻

りましょう。
主 な 学 習 活 動 Ｔ １ Ｔ ２

５ みんなでよりよい考えに練り上 一
ふ げる。 斉 ○ それぞれコースで出された答えの求め方
( ) コースごとの考えを発表した ・ を，子供たちに発表させたり，教師の方で1

か り 学習の様子を聞いたりする ③ 学習の様子を説明したりする。， 。
( ) 一番速く簡単に答えを求めら （時間によっては，Ｔ１とＴ２で子供の考え2

め れるかはどれかを考える。 を説明する ）。
( ) 今までのわり算との違いは， ◇ それぞれの教室で ○ 発表する子供の3

る 何かを考える。 考えたことを発表し 援助をする。
ましょう。
◇ 答えは，どれも同じ ○ 子供の理解の状
なったね。でも，な 況に応じて，Ｔ１10
ぜ前と同じように計 の発問への助言を
算ができないなかっ 行う。
たのかな。
○ すばやく簡単に答
えが出るのはどれか
な。

６ 余りのあるわり算について，ま ○ このわり算には余り ○ 板書する。
とめる。 があることをおさえ ○ 余りのあるわり
・ 余りが出るわり算のことを わ あまりの数をどう処 算の答えの書き方「

。り切れない」わり算というんだ。 理をしたらよいかる。 について助言する
・ ２３÷４の計算は 「５本あま ◇ ２３÷４＝５あ，
り３こ」と書くのか。 ○ 「わり切れる 「わ まり３で，答えは」

「 」・ ５人の先生に分けられて，３こ り切れない」の用語 ５本あまり３こ
余るんだ。 をおさえる。 と書きます。
・ 九九を使うとよい。

個 ○ 教科書 の博士P.26
。 。７ 練習問題をする。 別 マークを音読させる ○ プリントを配る

( ) １３÷２，３５÷６をする。 ・ ○ 余りないのわり算 ○ 分からない子供1
( ) 可愛リンピックをする。 ５ ④ と同じように乗法九 には乗法九九を用2 ,

九を用いて計算する いて計算するよう
ことをおさえる。 に助言する。

◇ 今から練習問題を
２題出します。チャ レンジしましょう。
○ 早く終わった子供 には，可愛リンピッ
クの問題にチャレン

ま 一 ジさせる。
と ８ 本時の学習を振り返り，次時の 斉 【表】 余りのわり算
め 学習を知る。 ・ の立式ができ，乗法九
る ・ 余りのあるわり算ができるよ ２ ③ 九を用いて，答
うになった えを求めることができ
・ 次は，余りのきまりをさがす たか。
んだな。 ○ 練習問題をしての

感想を発表し，次時
の学習について予告
をする。

（４） 評価
① 余りのあるわり算の答えの求め方を考えることができたか。
② 余りのあるわり算の立式ができ，乗法九九を用いて答えを求めることができたか。



板 書 計 画 

 
 
 

もんだい 
 みかんが２０こありま 
す。１人に４こずつ分け 
ると何人に分けられます 
か。 
 
（式） 20÷4＝5 
（答え）  5人  
 
あまりのない 
    ⇒「わり切れる」 
 
 
 
 
 
 

 
 

めあて 
 今までとちがうわり算の

しかたを考えよう。 
 
 くりが２３こあります。

１人に４こずつ分けると何

人にわけられますか。 
 
 
（式）23÷４＝５あまり３ 
（答え）  5人あまり３こ  
 
あまりのある 
⇒「わり切れない」 
 

よそう 
（答え） 
・ 5人 
・ 6人 

 
 

調べる 

（方法） 
計算        

4＋4＋4＋4＋4+3=23 
   
 5人あまり３こ 

 
23‐4‐4‐4‐4‐4=3 

 
   5人あまり３こ 
 

4×1=4   4×2=8 
 4×3=12  4×4=16 
 4×5=20  4×6=24 
   5人あまり３こ 
 

れんしゅう 
① 13÷2 
② 35÷6 

 
     
 
 
絵や図     ブロック 
 
 
絵や図     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


